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6５ 
（１） 
今回は一九七八’八○年に出た評論の中から一一一篇をとりあげよう。三鯖とｊも、前回見たそれ以前のどの評論ｊ⑥持
っ
て
い
な
い
視
点
か
ら
こ
の
小
説
の
栂
造
と
芸
術
性
を
論
じ
て
い
る
。
彼
ら
の
言
葉
を
離
れ
て
、
ご
く
総
括
的
に
言
え
ば
そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
小
説
は
リ
ア
ル
だ
が
表
現
主
義
的
小
説
で
あ
デ
イ
・
ウ
ソ
ッ
ニ
テ
ル
プ
リ
ッ
ヘ
ソ
る。小説中に所謂不滅の人灸ｌゲーテ、モーツァルト、（名は魑れているが）ソクラープスが主人公の夢と幻想と
からかい
思索の中に現われ（その奥にはイソドや中国の蟹者Ｄも隠れ）、主人公を（いや、小説自身をｊも！）椰楡い、誘っている。
マ
ス
ケ
ソ
シ
ユ
ピ
ー
ル
ツ
ユ
ピ
ー
ル
メ
企
へ
ソ
ヘッセは主人公に「すべては仮面劇と戯れにすぎない」とか「すべて荒唐無稽だが一次元叩だけ豊かで意味が深
シ
ユ
ピ
ー
舟
ジ
ソ
ポ
ー
ル
（２） 
チ
ブ
レ
サ
イ
ソ
い戯れと象徴だ」と語らせているが（四＄、一一一○）、そんな暗号と徴しで彼らは戯れ、誘っている。不滅の人台の
中でも上記の一一一人は快活に椰楡するユーモアの達人だ。その一一一人の椰楡とユーモアがこの小説の内的構造を形作っ
ていて、それが、へ荒野の狼ｖがまさにその時代に対して書かれた（’九二七年という）時代、また新しく評価を獲
得した（一九五○年代後半からの）時代を越えて、永続する芸術性をこの小説に与えていると三篇は語る。それは、
永
遠
の
実
存
構
造
に
お
け
る
イ
ロ
ニ
ー
と
ユ
ー
モ
ア
へ
の
視
点
と
言
え
る
。
欧
米
で
の
へ
ツ
セ
『
荒
野
の
狼
』
評
価
の
歴
史
（
塗
ｌ
そ
の
表
現
構
造
に
ゲ
ー
一
二
‐
ツ
エ
ト
、
キ
ル
ヶ
ゴ
ー
ル
の
椰
楡
と
笑
い
を
追
っ
て
Ｉ
序
山
路
基
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6６ 
、
、
、
一一一篇の視点はそれぞれユニークだ。ＴＬのカララシュヴィリーは主人公が見る夢でのゲーテの誘いを見る。夢に現
、
、
、
、
、
、
われる人名や深層象徴を解き明かす》」とで。Ⅱのノイスヴァンガーはモーツァルトの誘いを見る。それを表現する
、
、
、
、
、
ヘッセの、これまで誰ｊい〕気付かなかった巧妙な手口を解き明かすことで。Ⅲのヤンセンはソクラテスの誘いをキル
イ
向
ニ
ー
ヶゴールで見る。キルヶゴ１‐ルが、ソクラテスで始めてその実存を貫き得る道を見出して『椰楡の概念』（彼の出発
点となる学位請求論文）を書き、生涯をそれで貫いたことは周知である。そのキルヶゴールの実存構造がこの小説の
構造を．〈ノラマのように立体化している。ただ、ヤンセンはそれをキルヶゴールで見るのに急で、そのイローーーが
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
い
。
ヤ
ン
セ
ン
が
自
明
の
こ
と
と
し
て
使
う
実
存
と
い
う
語
の
淵
源
を
そ
の
た
め少し見る必要がある。そのことで三篇の視点の実存への共通性ｊも見えてくる。
ニ
ジ
プ
ト
キルヶゴールが使う実存（団働叩芹のロＮ）という語は一言語発生的には旧約聖脅の『出挨及記』因洪◎旦巨いからきている
（厚‐は「出る」、「出離」を意味する）。出挨及記はイスラエル民族が四百年に及ぶ挨及での奴隷生活をモーセに率い
、
、
られて出て、シナイ半島の荒野を、［ｐＨ指すカナンの地を中心点に円周のように四十年間さ迷う苦難を描く。その間
の
苦
難
に
脅
え
て
民
衆
は
混
乱
し
反
乱
さ
え
企
て
前
進
に
抵
抗
す
る
。
苦
難
に
耐
え
き
れ
ず
挨
及
で
の
耽
美
的
な
八
肉
鍋
と
物
神
礼
拝
Ｖ
へ
の
後
退
を
繰
り
返
す
。
モ
ー
セ
は
そ
れ
を
信
仰
と
英
知
で
統
合
し
つ
つ
カ
ナ
ン
の
オ
ア
シ
ス
に
導
き
、
自
分
達
の
国
を
自
分
達
で
建
て
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
そ
の
道
程
は
八
待
望
と
恐
れ
の
中
で
、
い
つ
Ｊ
も
Ｊ
も
う
一
歩
な
の
だ
が
、
無
限
に
遠
い
道
だ
っ
た
Ｖ
、
（〈荒野の狼ｖ陰中、七五）。ヘッセは（誤解を恐れず言えば）、この実存（向〆一ｍ〔の目）の道程で民族が繰り返す後退をモ
、
、
、
、
、
、
、
‐‐七に代ってソクラテスが八快活に笑う椰楡Ｖで越えさせるのを見ている。
カ
ナ
ン
を
目
前
に
し
て
モ
ー
セ
の
そ
の
信
仰
と
英
知
は
ヨ
シ
ュ
ア
に
受
け
継
が
れ
る
。
ヨ
シ
ュ
ァ
と
い
う
名
は
イ
エ
ス
を
意
味
す
る
へプル語発音だ。モーセの信仰と英知は後世（新約聖書時代）のイエスのそれである。ヘッセは小文『イエスとソク
（、ｊ）
ラ
テ
ス
』
で
こ
う
語
っ
て
い
る
。
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
は
英
知
の
中
で
老
熟
し
た
者
だ
け
が
持
ち
う
る
言
葉
が
あ
る
。
」
「
イ
エ
ス
は
よ
り
暖
く
親
切
だ
が
」
「
徹
頭
徹
尾
、
若
く
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
老
年
」
で
「
宙
に
迷
っ
て
い
る
者
達
を
導
く
洗
練
さ
れ
た
感
覚
で
は
イ
エ
ス
よりｊい）敏捷だ。老年の成熟には青年や天才性と引き換え得ぬＪものがある」と。ヘッセは、キルヶゴールＪもその繰り
返す後退をソクラテスの八快活に笑い郷楡する英知ｖで越えたと見ている（ヘッセは一九一九年『選ばれた人という楓
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6７ 
、
、
（（、ａ）
、
、
、
トーマスマンは（一九一一九年にヘッセ宛てにその共感を書いている。そして「私の創作は、対立を愛しつつＪい）郷撤しながら
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
その中間で戯れることです。」「この中間領域こそ真に芸術とイ再ニーの活動の場だと私には思われるｊい》のですから」と。）、一九
、
、
、
、
、
、
、
（ハロⅡＤ）
一一一七年（第二次大戦は一一一九年に始まる）にこの書に世の注［日を促して大略こう書く。八この作品の実験的大胆さはジ
ョィスのハュリシーズｖやジイドのへ腿金作りｖに匹敵する。（ヘッセは、さ●まざ・まに内部で対立する極間を戯れるロマ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ソ的イロニー‐で自己の総決算をする形で、実は）この時代に対し最高度に深く最高度に真剣な、実験を敢行した。時には
姿が上述の点に通じる）。
（４） 
グ
ヲ
ウ
ペ
ン
グ
ラ
ウ
ペ
ン
念』で、わざわざキルヶゴールの「信仰」に関して「或る人間がどんな信仰を持っているかが重要でなく、一般的にひとつの信念、
、
、
、
、
、
、
、
精神の情熱をｊもっていること、が重要なのだ」と書いている）。ヨーロッ．〈人内部のへプル的霊性とギリシア的英知の分裂
、
、
、
をへツセは統合し個性化したとｊも言える。
コ
ン
テ
キ
ス
ト
ヘッセはそんな小説文脈の中に、それとは誰Ｊも気付かぬ挿話を忍ばせる。（主人公ハリーは仮装舞踏会に気遅れし
て、途中で映画館に逃げこむ。偶々、モーセの出挨及が上映されている。彼はその諸情景に魅きこまれてゆくが、この実存の現
代版大安売りに憤懲Ｊも募ってくる……。（四日ｌい》二○一’一一一））それ』もソクラテス的椰楡と言える。ヤソセンは、この情
景に触れないし、周知のソクラテスの姿（この世に生きつつ世を超え、法を超越しつつ法に従い、あたかも無一物のようで
すべてを持ち、断念しているかの如く振舞いつつ断念せず一一閏②、六七一一）の箇所には触れながらソクラテスには言及しな
い。ヤンセンにはそのような不満が残る。ヘッセの中では、時代を越えたゲーテとモーツァルトとソクラテスが笑
っていて、それが永続する芸術性を生んでいる。
、
、
、
、
だがこの一一一篇の視野には次のプランショとマンの評価は生きている。（本章ではこの一一人には深くは立入らないが）モ
（５） 
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
１リス・プランショは（『来るべき欝物』の中で）、この小説を（この小説が番かれた）「一九一一七年という時代を開く鍵と
なる小説のひとつ」で、（この時代を代表する）「表現主義が己れに属する傑作のひとつと認め」、一般的に言っても
「彼の芸術が達しえた魔術的で時には表現主義的な荒としい力」がこの作品を「近代文学の代表的な一形態になし得
、
、
、
、
、
、
、
ている」という。だが同時に「小説が永続する普遍性を狸得するのは、作家が自分の経験をどれほど客観化しうる
、
、
、
、
、
、
、
、
、
か、換言すれば、作家がどれほど自己自身を抜け出得るかにある」と言い、』」の小説のその姿に驚いている（その
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いたずら
８奇矯な変人ぶｈソで、時には悪戯っぽく腹立たしげに、時には神秘的な憧れに満ちて、時代と世間から顔をそむけてい
《、
、
、
、
、
、
るようで、まさにこの時代の深層からの実験を企てている。Ａこれは私が自分の作品に最ｊい》身近かに感じる形式と
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（ケ。）‐
実験だＶと。（そしてあの前回見たフーゴー・ベルがこの小説と凹凸の合せ鏡の関係だという『湯治客』などは「まるで自分が書
（
（
Ｄ
Ｃ
）
、
、
、
、
、
、
、
いたような狼狽を感じる」とも書く。）そして戦後の一九五三年には共通の苦難の跡を振り返って、私達の（作品での）
、
、
「夢と戯れと形式」の中で、貴方は「私の助け」であり「内的保証」だったと書く。（因糸に、マン夫人カーチャは
『回鐇』で書いている・夫マンは誰の作品よりもヘッセのが好きでした。ヘッセ自身もお喋り好きで快活、とくにユーモア好き
、
、
、
、
、
、
、
、
、
でした。夫はこのユーモア好きの点でヘッセを誰れよりｇも好きでした、と。）
このような小説の構造を、三篇はそれぞれに語っている。以下、見てゆく順序は、ヘッセの八外から内へＶの姿
だが、そのため、比較的分り易く楽しく辿れる順番にもなっている。
レーゾ・カララシュヴィリー『ハリー・ハラーのゲーテの夢。ヘッセへ荒野の狼ｖの一情景から』（用の８尻目回‐
］ｍｍｇａ｝〕・国ロロ］四ｍ］］日、の①。ｇの‐目』国ロ日・ぐ日］臂｛』ぬのｍＮＥの旨のＨｍＮのロの目的」の日．、蔚弓図言。①宝ぐ。ｐ西のＨ日目ロ
国…自蓮・）は、一九八○年版ゲーテ年鑑に寄稿された論文。初めの小説の筋を辿る部分は（ⅡとⅢで詳述するので）
簡述する。この小説は第一次大戦後ヨーロッパ知識人達の揺れ動く魂の雰囲気、後期資本主義状況下で急速に進む
個性の均一化に知識人達の魂が反乱を起こし分裂している姿を描き出す。その中で苦しむ市民的作家ハラーの創作
的手記群は、魂に調和と内的統一を取り戻す試験である。ハラーが（手記群で）それを試みる方法の基本的姿を見せ
ているのが、ハリーが見るこのゲーテの夢（圏◎１，．一一六’二一一）である。
この小説では、すべての登場人物、すべての内部物語、すべての（今日から見ても！）唐突に見える種念の思想断
、
、
、
片、すべての現われる人名・…：それらすべてが、より高い統合に誘うサイン、暗号、予兆、象徴を形作っている。
さまざまなその形象Ⅱ象徴体系間の関係も互いに入れ替る互換性に満ち、事実、流動的である。そのことを小説中
Ｉ 
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6９ 
ト
ラ
ク
ク
ー
ト
でまず「論文」（「荒野の狼についての論文」。以下「論文」と略記）が語る。人は、百、千Ｊもの性格を自分の中に持つ
、
、
、
、
存在である。無数とＪもいえる性格の繋がりの中から、いくつかを自分がいま立つ場や状況で選び統合してその都度
マ
ー
ギ
ッ
シ
ニ
ｏ
テ
ア
ー
タ
ー
、リアルな人格になる。そうまず「論文」が語る。そしてそのことを「魔術劇場」が映像化して染せる。人が持ちう
るあらゆる性格可能性を映像で見せて自在に自己と戯れさせ、その都度都度の人格選択を習得させようと揺すぶ
、
、
、
、
る。そのことで、狭い一つか一一つの性格に固く捉われている各人の思い込筆から解放しようとする。）」の映像魔術
の劇場は、そんな、快活に自己と遊ぶことを教えるハューモア学校ｖなのである。
〈リーはこの「論文」で自分の内部で分裂している人格の統合を予感し、その予感が彼を「劇場」へと導く。そ
、
、
、
の道の始まりでハリーはこの「夢」を見る。だから）」の「夢」は、小説の全形象Ⅱ象徴体系が統合へと近づく具体
的
な
姿
を
最
も
端
的
に
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
（、）
ヘッセは一九二○年のある随想で「夢はその中で君の魂の内部を見ることができる穴なのです。そこにある内容
は世界、全世界、全歴史です。ホーマーからハインリッヒ・マンまでの、日本からジブラルタルまでの、シリウス
星から地球までの、赤頭巾ちゃんからベルグソンまでの全世界であり全歴史です」と語る。全人類が経験してきた
集合無意識のすべてが夢の中にある。夢の中で君の全可能性がさかんに動揺している。意識或いは無意識の中で目
、
、
、
、
、
、
、
分を支配してきた超自我或いは思い声」みの厳しい監視下で坤き、動揺し、解放を求めている。その監視者が本来の
、君になりさえすれば、いま君に最ｊも必要な可能性が立ち上りうる場なのです、と。
この夢はハラーが老枢密顧問官ゲーテに謁見する夢である。そのゲーテ像は、（私注。『ファウスト』がそうであるよ
うに）人間内部の聖と俗、男性性と女性性、八永遠性に憧れる精神性Ｖと八有限性に苦しむ肉体性Ｖ等点、限りな
い両性を具有し、その両者を軽やかに戯れ、ダイナミックな統合に導くヘルマフロディトス的完全性理想の化身
（ぐの烏ｄ５の２口い』の、国の四］⑪』のＨ房の目』：胃。」言、◎ずのロぐ。－房◎日日の》目の岸）である。それらがその中で対立をやめて
しまう静的完全性ではない。ハラーの魂の奥にあるあらゆるディオニュソス的なすべてとアポロ的なすべてを、そ
の対立を失わせずに、互いを助け補わせつつ統合させてゆく動的完全性である。（私注。小説中でヘッセは、ハリーが
ヘルマプＰデイーテイッシ二・マギー
ヘルミーネの真剣な椰楡の姿に「両性具有の魔術」を一一度までも見るのを書きこんでいる。』し『・閨、②》一一一一七、二○九）その動
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7０ 的完全性は、その化身たちの名の符合をさえ偶然とは思わせない。主人公シュテッペン論い矛（荒野の蝋）を導くョ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
－ハソ・ポルフガング・フォン・ゲーテとポルフガング・アマデゥス・モーツァルトとの名の言。］［ぬ目、（「狼と尖
（ｕ） 
腱行く」という意味）である．ｌともあれ、ヘッセは一九三二年の『ゲー｜アヘの感謝』で語る．ドイツの詩人達の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
中でゲーテほど誰よりも強く私を揺すぶり、勇気づけ感謝させながら、私に随順と抵抗を、倫理的対論と戦いを強
いてきた人はいない。そしてまさに彼とのこの戦いが、（一九一一六’七年という時代の中で）最も激しく揺すぶられ
、
、
へ荒野の狼ｖを生み出す過程の中で、最も豊かな実を結ばせた。私にとり、かけがえない》」の大詩人とのこの内的
対話を今後も終らせる積りはないが、それが八荒野の狼ｖの夢の情景に最も端的に現われている、と。
夢の始まりはこうだ．以下、夢の直接繍写の繍分はごく要約して述べる。ｌ彼は控え薑で謁見を祷っている．
さ
そ
り
一私人としてでなく雑誌の特派員なのだ。それがひどく職に障っている。その上、さっきから一匹の鍬が足を這い
の艫っている．そいっを振り落そうとしたら、もう見えなくなっていた．ｌ
、
、
雑誌の特派員は市民的要求を意識して思考機能を働かせねばならぬ存在だ。意識の中でも無意識に最も近い感情
、でゲーテに対する一」とができない。そのいらだちを、鰍が高める。控えの間が続く奥の間は、夢では女体の中へ誘
う象徴・脚も隠れた肉欲、時には男根をも、象徴する。その脚を蝋が這いのぼる。鍬は占星術では女だが、一般的
消え失せた・それも死の誘い。古きハリーの死と新しい誕生が彼を待っている？・かだど
カ
ー
オ
ス
には無意識の内部で世界が生れる混沌の産む力、その膨張する力と燃える苦永を表わし、紋章をも象る。後期ゾロ
アスターやミトラでは性的欲望を表わし、黄道十二宮では死の家、夢文献では病いや接近する死だ。その黒い奴が
脚を這いのぼってくる感覚は、高揚する精神を逆行させる。そのうえ、隠れてのぼってくる。ハリーがこれまで逃
、
、
げてきた無意識内部の獣的領域からいま意識の中に這い登ってきて、毒針で刺すかもしれない。そ奴が隠れたか、
この控えの間でいくつかの名が彼を謡ぶる・その名には何の説明もない．大要こうだ。ｌハリーは、臆は間違
ってゲーテ仁でなくマチソソに取り次がれたかもしれないと不安になる。ところが夢の中で〔夢の中の夢でだ）彼は
マチソソをピュルガーと取り違えていた。というのも、モリーに捧げる詩をマチソソの作品にしていた。モリーに
史
ぞ
ぶ
れ
会陰えたらすばらしい。すばらしく、柔らかで、音楽的で、黄昏めいた女性！ええ糞！特派員なんかじゃなか
Hosei University Repository
7１ 
す
ぎ
な
い
、
と
。
つの
ったら！不満が次第に募り、ゲーテにありとある非難と疑いを向ける。蝋はモリーからの使者かＪも？蝋はヴル
ピ
ウ
ス
と
い
う
名
で
朧
な
か
っ
た
か
な
？
突
然
奥
の
間
の
扉
が
開
き
中
に
招
か
れ
る
．
１
以上の名前は、ドイツでは広く知られている。その名前は、ゲーテとシラーの関係の観念連合をつくっている。
モリー（】亡【。］］］）は詩人ピュルガー（○．氏Ｈ－の』シロ、巨普切身、日）の夫人の妹。ビュルガーが彼女に捧げた情熱的
愛の詩篇で有名なアウグスタ・レオンハルト（シ巨四』②国Ｆ８ｐ宮Ｈ二斤）である。ビュルガーは彼女の姉がまだ妻であ
った時からモリーに愛を燃やし、数年間は重婚状態を続けた。そのあと正式の妻にする。当時、スキャンダラスな
、
、
、
、
、
、
、
、
、
非難の的になったのは言う●までｊい》ない。だが、この絶えざる憤激を社会的にひき起こした、そういう道徳基盤に立
、
、
難娃
つ時代の中でこそ、逆に目を瞳る豊かで楕熱的な愛の詩のかくｊも多くを、彼によってドイツ文学は手にしたという
ことができる。そのモリーが、ピュルガー、マチソソ（冨呉言、。□）、ゲーテの観念連合をひき出し、その奥にシラ
ー
が
い
る
の
も
、
ド
イ
ツ
人
な
ら
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
シラーはマチソンの愛の詩の高雅な憂愁を褒め、ピュルガーの官能的詩篇を酷評する。シラーはこう評する。ビ
Ⅱ
ユ
ー
ズ
ュルガーの詩には理念にまで高められた芸術性（国のロ］画円－２口⑩【）はない。その美神はただ現世的で感覚的なだけ
だ。稀に彼も若さや健康さに美を見るが、その愛は殆どが享楽か官能的な目の保養にすぎぬ。そこでの幸福は逸楽
以外の何物でｊもない。これらの詩篇は、理念をＪもつ理想から遠く、たださまざまな傾向と形象の混合モザイックに
ゲ
ー
テ
は
こ
の
シ
ラ
ー
に
同
意
は
し
な
い
。
感
情
の
な
い
道
徳
化
さ
れ
た
マ
チ
ソ
ン
の
詩
よ
り
も
情
熱
的
な
ピ
ュ
ル
ガ
ー
の
詩
に
遥
か
に
大
き
な
共
感
と
同
情
を
示
す
。
そ
し
て
、
腰
ミ
マ
チ
ソ
ン
の
無
味
乾
燥
を
椰
楡
し
さ
え
し
た
。
だ
が
、
ゲ
ー
テ
は
の
ち
に
『
ニ
ッ
ヵ
ー
マ
ン
と
の
対
話
』
の
中
で
こ
う
語
っ
て
い
る
。
確
か
に
私
は
ビ
ュ
ル
ガ
ー
に
素
質
的
親
縁
性
は
も
つ
が
、
互
い
が
育
て
る
モ
ラ
ル
の
上
の
文
化
の
樹
は
、
全
く
違
う
大
地
に
根
差
し
、
違
う
方
向
に
向
っ
て
枝
食
を
の
ば
し
て
い
る
、
と
。
つ
ま
り
ピ
ュ
ル
ガ
ー
が
情
熱
と
官
能
に
無
反
省
に
屈
服
す
る
の
に
は
反
対
に
立
ち
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
シ
ラ
ー
の
高
適
な
、
、
、
、
理
想
を
マ
チ
ソ
ン
が
道
徳
説
教
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
一
方
的
理
念
主
義
に
は
、
か
ら
か
う
だ
け
だ
。
そ
の
姿
は
、
ハ
リ
ー
が
無
意
識
の
内
部
の
獣
的
衝
動
や
混
沌
の
吸
引
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
逃
げ
る
こ
と
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
無
意
識
の
闇
の
世
界
に
逆
に
同
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｜（叩一二一‐ヨプー‐曰’‐－
７誘っている。
小説のこのあとの展開が、魂内部の暗黒部分、官能領域や獣性をハリーが自分の中に認める必要を強調してゆく
だけに、このサインとしての断片的名前は見逃されてはならない。誘惑的なモリーは、そこに招いている根源的世
界の使者以外の何物でもない。だからそのモリーは、ゲーテの終生の妻ヴルピウス（○目島目のぐ巨宣目）との観
念連合に誘う。ヴルピウスという名は動物象徴では狐だが、狐は狼と同じく悪魔が好んで使う、魅惑的女体に化け
い
た
：
、
、
、
て誘惑する小悪魔或いは悪戯好きな家の精。ロマン派文学では女性の誘惑的肢体でブドウの樹に絡み五○歳の男
ロリーも五○歳をすぐ前にしている）を死に至らしめて冥界へ導く。だからモリー同様の愛称幼名クリスチァーネで
な
く
苗
字
の
ヴ
ル
ピ
ウ
ス
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
（昭）
この小説と全く同時期にへツセは一六頁余の短篇『夢の足跡’ひとつの素描』を醤いている。この夢の中のモリ
、
、
－の拡大図であり、一」のあと小説の終りまでハリーの魂を包象導くへルミーネの妹同様のマリヤが、官能的愛を実
、
、
、
地教育する姿をも写し出している。｝」の短篇も夢の足跡なのだ。夢の中で、主人公「私」の愛人の少女が、自分の
妹を「私」に紹介する。この妹はタリーの夢と）全く同じ控えの間から奥の部屋へ、官能的で甘美なダンスを（そ
れ
も
ヘ
ル
ミ
ー
ネ
が
不
器
用
な
ハ
リ
ー
に
無
理
矢
理
教
え
る
）
全
く
同
じ
ボ
ス
ト
ン
を
、
終
始
、
え
も
い
え
ず
巧
象
に
踊
り
つ
つ
、
誘
い
こ
、
、
、
み、姉を差し置いていつのまにか「私」とひとつになっている。』」わい官能のダンスである。
が
字
この妹が誘惑したと全く同じ奥の部屋に招かれた謁見では、ゲーテはハリーに烏を思わせる不士口な小柄の老人と
して彼に向いあう。烏は伝説や神話では神々や主人公達に従う不気味な霊魂の導者。狐や狼同様、悪魔的破壊に導
く
。
だ
が
黒
色
や
羽
ば
た
き
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
な
根
源
的
な
暗
黒
カ
ー
オ
ス
（
混
沌
）
の
使
者
と
し
て
、
そ
の
悪
魔
性
は
、
実
は
宇
宙
的
な
諸
力
と
盟
合
し
て
創
造
に
向
か
わ
す
道
を
開
く
。
（カララシュヴィリーは次の場面、ハリーとゲーテの対話の内容には触れない。だが、この場面でのゲーテの姿は上述の両性
具有の誘いそのものであり、できるだけ小説のその文脈灌辿って熱よう。ハリーは人闘の内部の「永遠性と時間性」の対立ｌ
人間の宿命ゆえにハリーが繰り返す八中途半端な実験や逸脱ｖをごまかして八永遠性の化身のように見せかけている晩年のグー
化してしまうのをも否定し、それらを、より高い統合へと向わせているのだ。その統一へとゲーテはこの夢の中で
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テＶに、彼の憤りをぶつつけてゆく。）
からナ
ーゲー｜ア砿勲章をつけた葛鰭的姿で老いた烏のように頭を曇り蕊ごそかに闘う．薑若い連中はわれわれ
とわれわれの努力にあまり同感しないだろうわ、と。ハリーは反感をむき出してなじる。その通りです。閣下は余
りにおごそかすぎ、誠実さが足りません。誠実さが足りぬ点こそ本質的な点です、と。その冷えきったハリーの口
尤
そ
都
れ
調とは不均合に、老人のロは微笑にゆる承、うっとりするほど生気を帯びてきて、ハリーはゲーープの詩「黄昏、上
より降りぬ」ｅ蝕目日の目日晒、日旨のの一島『。ｐ◎ずのらに包まれた思いになる。
だが勇を鼓して彼の不誠実さを責める。閣下、貴方は偉大な個をつくりあげる過程で、さまざまな挫折や動揺や
絶望を体験され、なお精神の国を憧れては実験や逸脱をし、その都度、八人としての定めＶ、八弱く中途半端な人
間的限界性ｖを、潜かに自己に認識してこられた、それなのに貴方は後世には全くその反対と思いこませる信仰と
楽天主義を表白し、精神の努力はつねに永続するかのように振舞ってこられた。そして途上で岬く深淵からの告白
を
、
ご
自
分
に
も
、
ク
ラ
イ
ス
ト
に
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ソ
に
も
、
抑
圧
し
或
い
は
拒
否
し
て
こ
ら
れ
た
。
と
く
に
膨
大
な
知
識
と
収
集
、
、
、
物と手紙で埋まる老年の数十年は、八陣き叫ぶ動揺ｖを、八永遠不動の型ｖにはめ、自然をも精神化過程と思い一」
、
、
、
ま
せ
て
お
ら
れ
る
。
そ
う
ハ
リ
ー
は
非
難
す
る
。
、
、
、
、
老
人
は
か
ら
か
う
。
じ
ゃ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
『
魔
笛
』
は
気
に
入
ら
ん
じ
ゃ
ろ
う
な
。
は
か
な
い
人
間
感
情
を
神
的
な
も
の
と
し
て
、
、
楽
天
主
義
と
信
仰
を
説
い
て
い
る
が
、
と
。
か
っ
と
な
っ
て
ハ
リ
ー
は
叫
ぶ
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
八
一
一
歳
ま
で
も
生
き
ず
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
永
続
性
や
秩
序
や
堅
苦
し
い
品
位
な
ど
要
求
せ
ず
、
神
を
し
く
唱
い
、
理
解
さ
れ
ず
、
貧
乏
し
、
早
く
死
に
ま
し
た
！
老人は顔を寄せて言う。わしはわしの八二歳に、君が思うほど満足してる訳じゃないよ。だが、永続性への願い
に糸たされて死を恐れ、死と戦ってきたのも事実だ。無条件に頑固に自分を生きる願い（ＥＳの昌曰日の目』図碩囚】⑤ご‐
日函のＰ３の曰のゴ。］」のロ）が卓越した人☆のすべての原動力だと信じてきた。それでも人間、やはり死ぬことは八一一歳
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
で
簡
明
に
証
明
し
た
が
、
生
来
の
好
奇
心
と
暇
つ
ぶ
し
好
き
な
遊
び
本
能
の
な
か
で
、
だ
が
人
間
、
遊
び
に
も
飽
き
る
も
ん
だ
と
い
う
ことだけは仲々悟れんかつたよ・そう、醗蝿っぽく老人は笑う・笑いの中でゲーテの顔はバラ色になりモーッァル
、
、
、
卜やシューペルトが作曲した彼の多くの詩に包まれてモーツァルトに兄弟のように似てくる。老人はいまは全く童
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心に帰って、雁く。ねえ、君、君は老ゲーテを生真面目にとりすぎるよ。わしも随分、時間に捉えられた。けれど、
永
遠
の
中
に
時
間
は
な
い
。
一
つ
の
冗
談
で
十
分
な
長
さ
だ
よ
。
瞬
間
で
十
分
だ
よ
。
老ゲーテは満足げにしなやかなダンスの足どりでハリーの周りを歩く。この人はすばらしく軽やかに踊りを習得
し
た
人
だ
、
と
ハ
リ
ー
は
感
じ
る
。
…
…
蝋とモリーを思いだし、尋ねる。モリーは来てませんか。ゲーテは大笑いし、机の引出しから小箱をとり出し蓋
を開ける。黒いビロードの上に豆粒大の女の脚。うっとりする妖艶な形に伸ばし、膝を少し曲げている。夢中で摘
ま
ゑ
あ
げ
よ
う
と
す
る
と
、
ピ
ク
ッ
と
動
き
、
蝋
？
と
感
じ
さ
す
。
鰻
の
繭
に
、
老
人
の
顔
が
あ
っ
た
．
か
ら
か
っ
て
い
る
老
人
憾
声
も
な
く
底
知
れ
ず
大
笑
い
し
て
い
た
．
ｌ
ゲーテは見事仁ダンスしている。小説はこのあと、こう展開する。ヘルミーネは嘆く。「思想家ハリーは百歳だ
け
ど
、
踊
り
手
ハ
リ
ー
は
や
っ
と
半
日
か
そ
こ
ら
の
赤
ん
坊
よ
。
私
達
が
こ
れ
か
ら
そ
れ
を
仕
込
ん
で
い
く
の
。
同
じ
く
ら
い
小
さ
く
て莫迦で発育の悪い小さな兄弟達も糸んな」（日興一五八）。
ｌ
こ
の
ヘ
ル
ミ
ー
ネ
に
よ
っ
て
、
ハ
リ
ー
は
素
朴
に
生
き
る
喜
び
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
活
性
化
を
体
験
し
、
「
魔
術
劇
場
」
直
前の仮装舞踏会ではもう軽やかにボストンを踊っている。人間深層が目覚め、人間存在の源泉が活性化してゆく。
その直接的な体験の中で、その時間性を越えさせるゲーテの超人的明朗さと永遠の笑いを聞く。
、
ダンスはこの小説の本質的モチーフだ。ゲーテの軽やかに踊る脚は、一方では人を地上（本能の》」と）に結びつ
け、女体を象徴する引出しや蓋つき小箱を開いて誘い、官能的に膝を曲げる脚と耐楡の中で）死の針を隠す蝋とを
交
替
さ
せ
る
。
だ
が
他
方
で
は
、
逆
に
ケ
ル
ト
や
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
の
脚
は
魂
が
存
在
す
る
場
所
。
ス
ト
イ
ッ
ク
な
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
教
で
は
脚
は
高
雅
に
美
し
く
描
か
ね
ば
な
ら
ず
、
少
し
で
も
醜
く
鏑
く
と
魂
に
悪
い
薑
を
も
た
ら
す
．
ｌ
脚
確
魔
法
の
力
．
王
子
は
靴
を手に入れて憧れのシンデレラ姫を漣得する。逆に靴の試着に隠される欲情がローター王をつくる。あの『夢の足
跡
』
の
全
形
象
を
集
め
る
中
心
は
踊
る
少
女
の
茶
色
の
靴
…
…
。
このような「夢」の全人類史的サインに満つ集合無意識の深みで、ハリーは、執縛されていた反ゲーテ的ロマン
主義悲劇詩人達、一極的精神の殉教者達ｌノヴァーリス、ヘルダーリソ、ベートーヴェン、クラィストらへの愛着
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ラッセル・ノイスヴァンガｌ『へ荒野の狼ｖでの、語り手の自律、およびユーモアが果している役割』角・宛巨⑩、①一
（囮）
ｚの口⑪三目頤の肘》円げのシ巨ｓｐｏ日邑。【要のｚ色目四８局目』岳の句巨口○二．■◎帛国巨日。Ｈ旨・ロのＨの（ので冨肖尋。｝｛屋・后豊・）
は、一九八○年に米国で譜かれた英文論文である。この中でノイスヴァンガ１は、彼の視点をつぎのコーンの示唆
で得たと語っている。要約に入る前にそれに触れておこう。同じ米国のドーリット・コーンの『へ荒野の狼ｖの意
（Ｍ） 
識的叙述方法』（□◎月浮○．旨》ｚ自国二．口。［○．己印、一．巨目の⑩、旨．□曾叩芹の冨届ロョ。］【《・后＄・）だ。コーンはその中
で、ヘッセは意識的に、小説を構成する四つの部分で主人公ハリー・ハラーの名を巧妙な手口でコリー」と「ハ
ラー或いはハリー・ハラー」とに書き分けていて、それがこの小説の内的構成を作り出していると言う。ノィスヴ
ァソガ－はそこから彼独自の構造を見出すのだが、ともかくコーンが示すその醤き分けがどうされているかだけを
を解きほぐされ、魂のヘルマフロディトス的歩梁に導かれてゆく。｝」のサインと予兆と象徴の全体系がわれわれを
も魔術劇場の創造的解体へと導き入れる。
この小説はこう構成されている。主人公がある古都に数ヶ月滞在する。その間、ある寡婦の家の部屋を借りて住
む。寡婦の甥の青年もその家に住んでいる。主人公が古都を去る際に、滞在中に親しくなった青年の手許に適し
た、その間の手記群を、青年が長い序文を付けて刊行する。その青年が誓いた「編集者の序文」と主人公の手記群
コリー・ハラーの手記ｌ狂人のためだけのｌ」・「荒野の狼についての論文－狂人のためだけのＩ」。「ハリー・ハラー
の手記、続き」（以下、単に八序文ｖ八手記ｖ八論文Ｖ八手記、続ｖと略記する）から成る。八序文Ｖは「私達（青年と叔母）
が荒野の狼と呼んだ男」で始まり、そのあと六頁は「あの男」、「荒野の狼」という呼名が続く。七頁目の始めの
、
、
、
「一一日ののち、御者がハリー・ハラーと称するその人の荷物をもってきた」のあとは、青年が「ハラー氏」、「くう
、
、
、
－は」の呼名で自分の観察を一六頁に亙って語る。そのハラーが造した手記群では主人公は（番き手ハラーからも、
まず見ておこう。 Ⅱ 
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、
、
、
登場人物からＪも、独白でｊ四））一貫して「ハリー」である。手記群中の八論文ＶＪい）「かつて荒野の狼と名付けられ〈リ
ーと呼ばれる男がいた」で始まり「荒野の狼は」、「ハリーは」で終始する。分段がいちばん多い（小説の一一一分の一一以
、
、
、
、
、
、
、
、
、
上を占める）八手記、続Ｖでｊも終始「〈”ソー」である。ｌｌただこの中では時折、「ハリー・ハラー」が現われる。
「私〈リー・〈ラーが」とか「理想主義者ハリー・〈ラーは」など、ハリーが自分を振返るときだ。魔術劇場の入
口で差し出された小鏡の中に暖昧かつ無数に動揺している姿をハリーは、「私ハリー・ハラーだった」と叫ぶ。その
魔術劇場の出口で、法廷全員の咲笑という形の八死刑Ｖが宣告される八判決文Ｖｊも「ハリー・ハラー」または「ハ
ラー」である。登場する序文の寡婦は「ハラーさん」と呼びかけている。同じように、まだ他人口調のとき・〈プロ
は「〈ラーさん」だが、親しくなると終始「ハリー」だ。それ以外は、再び、終りまですべて「ハリー」だけであ
る。ＩＩ恐らく読者ｊい）研究者ｊい）これ●まで殆ど、この脅き分けとそれが意味するＪものに気付かずにきた、新しい視点
だ
ろ
う
。
－
１
本
論
文
の
要
約
に
入
ろ
う
。
（聾）
ヘッセはこの小説の一九四一年スイスでの再版の後書聖きで「これは信念を持っている者が書いた本なのです」と
ク
リ
ー
シ
ス
一三口い、とくに主人公が体験する危機を、あれは破滅でなく、逆です、救いなのです、と強調する。それを奇異に感
じる読者臓多いか蝋》しれぬ．だが、ｌこの小説は「モーツァルトが私を待っていた」で閉じられている．主人
、
、
、
、
、
、
、
公がその述懐を終える言葉でｊ四）ある。この、小説全部の最後の言葉「モーツァルトが私を待っていた」という一語
は「救い」を意味しているのである。それをへヅセは小説中ではっきり示している。なかんずく
八序文Ｖで青年は、適された八手記Ｖ群を、これはハラー氏の「創作」ｅ局廓Ｅ〕ぬ）だと書く。滞在中に「魂の
深承で経験した」ものを「目に見える衣装を着せて表現しようと試ゑた」創作だ、と。ハラーはこれをいわば青年
、
、
、
、
の手に遺棄して立ち去った。つまり、出版する意図などなく、ということだ。なぜなら（ヘッセはそれを以下の手記
、
、
、
、
、
、
、
、
群に語らせるのだが）この手記群は、ハラーがモーツァルトから（「君はいつｊも悲壮だ」「死ぬことばかり考えている」…。：）
、
、
、
、
、
「生きねばならない、笑うことを学ばねばならない」（凸閂》二七四）と要求されて、生きること、笑うことを練習し
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
た私的練習帖にすぎないからだ。ハラーの関心はこれを書くことで学んだｊい）のにあるだけだ。生きること、就中、
自分を笑うことにあるだけだ。確かにそれはいつｊい）は殆ど成功はしていないし、だから読者を笑わすなんの保証Ｊも
Hosei University Repository
7７ 
、
、
、
ハラーが創作の中で追跡してゆくハリーは、（その創作のフィナーレで映し出される映像群で決定的に笑う｝」とを学ぶ
、
、
、
、
、
はずの）八映像魔術劇場Ｖの出口に来てＪい）．まだ笑いを、就中、●目分を笑うことを習得しえない。その姿は徹頭徹尾、
、
、
、
苦悩に見える。その苦悩は実生活でのモーツァルトを思わせる。ハラーはモーーッァルトの実生活とその中からの
（あのふざけ笑いに承ｅ手紙を熟知していて、その対照を形象化しようとしている。
、
、
、
、
、
、
、
書
き
手
ハ
ラ
ー
は
、
ハ
リ
ー
ー
が
劇
場
を
通
過
し
終
え
た
と
き
、
笑
い
を
習
得
し
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
と
き
に
や
っ
と
だ
。
ハ
ラ
ー
、
、
、
、
の演出は終始（ハリーが練習するダソスのように！）不器用きわ●まり、屡を後戻りし、手こずっている。ときには描写
が自分に似過ぎて（顔がこわばり）痙蕊的にハリーに笑いを強いる。それは書き手ハラーを精神的「痛風」が襲っ
ているときだ（へ叶いは時々、痛風で肉体的激痛に襲われ、痛風に脅えている）。ハラーの描写が股も効果をあらわしてい
そこにはない。各頁が彼の私的な練習の．ヘージなのだから。
ハリーはただ自分のためにだけ（読者のためでなく）自己の風刺画を描いて自分の滑稽な姿を笑おうとし、そのこ
ク
ヲ
ウ
ソ
と
で
、
生
き
る
こ
と
、
笑
う
》
」
と
を
八
学
ぼ
う
Ｖ
と
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
た
め
に
自
分
に
道
化
の
衣
装
を
着
せ
る
。
一
般
に
道
化
は
ど
こ
か
悲
し
げ
だ
。
そ
し
て
彼
が
描
こ
う
と
す
る
道
化
は
確
か
に
殆
ど
悲
痛
だ
。
そ
れ
だ
け
真
剣
な
魂
な
の
だ
。
そ
ん
な
悲
痛
で
真
、
、
、
剣な魂の自己を根底から笑い道化化するためには、シ」れまでいろんな書物の感動で形作られてきたものも、またそ
、
、
も
れらに助けられ作られてきた実生活でもの、自分の全体験をすべて呼び出し、その全像を形象化せねばならない。
それらでの、認識的経験も、ときには神秘的経験も、はては幻覚経験までしをだ。言葉では捉え難い経験までを魂
、
、
の深層から浮び上らせて、意識だけでなく無意識の底から自分自身を笑う』」とで、自分に隠れた生の源泉から（モ
ーッアルトのように）再び生きるため、である。
醤
き
手
ハ
ラ
ー
は
語
り
手
と
し
て
、
自
分
に
ハ
リ
ー
と
呼
び
か
け
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
体
験
さ
せ
、
陣
か
せ
、
叫
ば
せ
る
の
だ
。
が
そ
、
、
、
こ
だ
さ
の
ハ
リ
ー
も
、
苦
悩
す
る
ハ
ラ
ー
自
身
が
ひ
き
起
〉
」
し
た
枅
で
あ
る
。
軒
は
互
い
に
互
い
を
呼
び
起
こ
し
枅
し
あ
い
、
広
が
っ
て
ゆ
く。橋しあうなかで屡々一つになってもいる。そんな中で読者は当惑の中に置き去られる。つまり主人公ハラーは
、
、
、
、
、
、
、
読
者
の
）
」
と
な
ど
て
ん
で
意
識
に
も
な
く
、
た
だ
自
分
の
た
め
に
だ
け
自
分
を
笑
お
う
と
創
作
し
苦
闘
す
る
の
を
、
ヘ
ッ
セ
は
示
そ
う
としているからだ。
Hosei University Repository
7８ 
て
彼
が
満
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
自
分
を
最
も
笑
止
千
万
庭
つ
ま
り
自
分
を
股
も
潮
弄
の
的
に
仕
立
て
あ
げ
た
と
き
だ
。
ハ
リ
、ー
の
莫
迦
さ
加
減
が
全
く
正
気
を
越
え
て
、
そ
の
肖
像
が
文
字
通
り
八
狂
人
の
た
め
だ
け
の
Ｖ
も
の
に
ま
で
誇
張
さ
れ
て
い
る
と
き
、
〈
、
、
ラ
ー
は
い
つ
も
充
実
し
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
本
当
は
ハ
ラ
ー
が
ま
だ
笑
い
に
不
慣
れ
の
た
め
つ
い
強
い
薬
を
調
合
し
す
ぎ
、
そ
の
こ
と
に
自
分
で
気
付
い
て
い
な
い
姿
を
示
し
て
い
る
。
調
子
に
乗
っ
て
ハ
リ
ー
を
か
ら
か
い
、
ハ
リ
ー
の
実
態
暴
露
に
熱
中
し
て
い
る
、
、
、
ちゅうにかい
姿
な
の
だ
。
例
え
ば
八
序
文
Ｖ
で
青
年
が
見
た
ハ
ー
フ
ー
は
、
自
室
へ
の
階
段
途
中
に
あ
る
中
二
階
の
踊
り
場
で
、
屡
々
階
段
に
腰
を
下
、
し
、
戸
口
に
南
洋
杉
の
鉢
植
が
置
か
れ
た
、
市
民
の
部
屋
の
扉
を
承
つ
め
て
い
る
。
そ
の
八
踊
り
場
ｖ
が
飢
え
た
孤
独
な
荒
野
の
狼
〈
、
、
テ
ソ
ペ
ル
リ
ー
の
憧
れ
の
中
で
は
ハ
聖
な
る
神
殿
Ｖ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
誇
張
が
、
一
一
人
の
あ
い
だ
に
緊
張
し
た
対
決
を
生
柔
出
す
。
そ
の
中
で
く
り
１
と
ハ
ラ
ー
は
互
い
に
、
一
方
が
重
苦
し
く
佇
ち
す
く
ゑ
後
ず
さ
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
他
方
は
軽
や
か
に
ダ
ン
ス
し
て
からか
お
り
、
ム
キ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
笑
っ
て
お
り
、
苦
悶
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
椰
楡
っ
て
さ
陰
ｚ
い
る
。
だ
が
そ
こ
で
生
れ
て
い
、
、
、
、
、
る対置（対位法）は、自己破壊の代りに、生きる声」とに、救いにさえ、知らぬまに向っている。
そ
の
な
か
で
、
ハ
ラ
ー
は
時
に
は
痙
箪
的
に
、
時
に
は
意
図
的
に
、
ハ
リ
ー
を
、
常
識
的
に
は
あ
り
え
ぬ
こ
と
に
ま
で
関
わ
ら
せ
、
、
、
、
、
る
。
魔
薬
や
魔
術
或
い
は
幻
覚
に
。
そ
》
」
で
の
ハ
リ
ー
が
苦
悶
す
る
激
し
さ
や
所
謂
Ｅ
・
Ｔ
．
Ａ
ホ
フ
マ
ン
効
果
的
幻
覚
の
中
に
、
読
者
は
曳
き
こ
ま
れ
、
書
き
手
ハ
ラ
ー
の
存
在
を
殆
ど
忘
れ
、
ハ
ラ
ー
ー
ハ
リ
ー
関
係
は
読
者
か
ら
殆
ど
隠
れ
る
。
例
え
ば
、
夢
現
的
に
八論文ｖが現われるすぐ前の、一九二○年代の非魔術的古都の非魔術的石塀に現われては消える門（魔術劇場や論文
に
誘
っ
て
い
る
門
）
の
リ
ァ
リ
テ
ィ
は
、
い
つ
し
か
読
者
に
作
り
話
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
。
作
り
話
を
こ
う
も
堅
固
に
日
常
的
生
活
に
埋
め
こ
む
仕
掛
け
の
中
で
、
〈
ラ
ー
ー
ハ
リ
ー
関
係
は
読
者
の
目
に
は
殆
ど
消
え
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
まさにそのとき、第一一一の始まりであるあの八論文Ｖがひとりで「かつて荒野の狼と名付けられ〈リーと呼ばれる
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
男
が
い
た
」
と
語
り
出
す
．
こ
の
八
論
文
ｖ
の
中
で
語
り
は
自
律
す
る
．
菫
自
律
性
を
得
る
．
ｌ
そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
．
八
論
文
ｖ
は
、
人
に
は
無
数
の
性
格
が
隠
れ
て
い
る
と
語
り
は
じ
め
る
。
人
は
数
知
れ
ぬ
性
格
の
連
鎖
、
無
限
複
合
と
し
て
語
ら
れ
て
ゆ
く
。
無
数
の
性
格
が
ハ
リ
ー
を
も
形
作
り
う
る
。
人
は
無
数
の
性
格
か
ら
そ
の
都
度
、
人
格
を
選
び
と
る
。
そ
の
中
で
、
い
つ
し
か
語
り
手
ハ
ラ
ー
も
そ
の
無
数
の
可
能
性
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
い
や
、
ハ
ラ
ー
の
無
数
の
可
能
的
人
格
が
語
り
始
め
る
。
語
り
は
（ハラーによる）他律的語りから自律する。ハラーはもうわざわざ創作者を八演じるｖ必要はない、もう、娼婦へル
ミーネが明蜥な驚くべき思想を表明しても、何の説明も加える必要はない。突然、顔を出す人名にも、人物にも、
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、
、
ｊもう何の説明Ｊい）必要はない。読者がどう荘然としようと、語りは他律的語りを失って自律し、やがて八魔術劇場ｖ
の出現が八論文Ｖを実地で示すに至る。書き手〈ラーには完全以上な成功だ。
、
、
、
、
、
、
、
ハリーは始めは（八序文ｖの青年が』」の手記をそう評価した）内部の地獄の横断どころか、そこから逃げる剃刀（自
殺）の誘い仁ばかり向かい、その都度大騒動を繰り返していた。だが小説の終りでは（無数で無限の可能的人格にょ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
って）「さまざまに揺すぶられて（自己の動揺と試練の）意味を予感でき、私の内部の地獄をＪ心）う一度、いや、何回
、
、
、
、
でＪい）横断したい」と願っている。この変化が刻印するｊ蜆）のは十分だ。
隠れているヘッセは実験に成功する。ヘッセは芸術家としての自由と主権（胃ご鷺一・馬Ｈのの』・ロ］目１ｍ。ご円の碕昌ご）
を作中のハラーに譲り渡し、八（世界の主である自己を）創造する自由と主権を持つ芸術家ｖを創り出した。それは、
ラ
デ
ィ
カ
ル
、
、
、
自己を完全に徹底的に芸術に昇華したこと（ｓの貝［のＨ』］Ｈ口＆８－⑩の一【旨８日〕国二．ロ。【胃（）を意味する。それは主
、
、
、
、
、
、
人公をいや、ヘッセを治癒するだけでなく、主人公とへツセを越えて、永続してゆく治癒に（読者をｊい））導いてゆく。
（このことを、次に別の見方で見て象よう。）
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ハラーはｊい）はや作られた一性格ではなくふずから物語を創り出す機能をｊもつ人物になっている。いまはくう，‐
、
は、トーマス・マン『ファウストゥス博士』の語り手ツァイトブルームやドストェフスキー‐の年代記作家達とＪい》次元
が違う自由と力を持っている。メルヴィル『白鯨』の語り手、非凡な自由をＪもつイシマェルだけが近い。だがイシ
、
、
、
、
、
、
、
、
マエルでＪい）、彼自身の事実を詳述するだけであって、その世界を変えることはできないし、その世界に意味を賦与
、
、
、
、
することはできない。ハラーは世界とその意味をＪ⑭）創り出す八魔法のような才能と芸術家の主権Ｖを持つ。それ
は、自分の表象を脱線したりする以上の力だ。それはハなんらかの全知の語り手Ｖ（：］◎目凰⑫。］の日ロ、月旦。Ｈ）な
、
、
、
、
、
、
、
、
ら持っているかｊい）しれぬ力である。彼は自由に世界を創る。ヘッセが寡婦や青年でハラーを創ったように、ハラー
、
、
は八論文Ｖと八へルミーネや．〈プロや魔術劇場Ｖでハリー‐を創る。現実にありえない事を座蟻的に無理強いしたよ
、
、
、
、
、
うに見せることにＪい）成功し、戯れ遊ぶダンスをやりとげる。モーーッァルトに求められたようにやりとげる。ハラー
は自分を素材に、八不滅に笑うコミック・アートＶと八永続的に意味が溢れ出す形式Ｖとを創り出す。
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、
、
ハラーがユーモア（コミック・アート）を生れさせ始める感覚は、モーーッァルトの初期手紙群の中にある。その手、、
紙群は、まさに露骨から陰蔽、高貴から悲惨・までの全音域を走っている。ハラ１１の手記群はそのパロディだ。一方
の極は徹底的にスラップ・スティック（ドタ．〈夕喜劇）。お人好しの若い教授宅で引き起こした騒動で自分に絶望し、
、
自殺に脅え、あちこちで泥酔し、泥主ふれで最後にとびシ」んだ酒場のテーブルに突っ伏し眠り、見る夢での、老ゲ
さ
そ
り
か
ら
か
わ
、
、
ま
、
－テに蝋か小彫刻かｊ⑪）不明な女の脚で椰楡れる感覚は、八魔術劇場ｖでの血とチョコレートが舌に混ざる味と自動
車狩りの狂燥に至りつく。その中間では、ハラーは高遠な哲学と現実の生理との両面で棚揃ってゆく・ハリーの深
、
、
、
、
、
、
夜の長々しい瞑想は結局、剃刀の大騒動をひき起こすし、マリヤがベッドに忍びこゑ待っているのをハラー‐は読者
、
、
、
、
、
、
に前以って知らせつつ、滑稽にｊもハリーに一一頁ｊ⑩）の深遠で哲学的な瞑想にふけらせてゆく。他方の極は、あの踊り
場を神殿にしてしまうハリーの僻ｌ自己を滑稽に重大化し神経症的に重症視する根深い僻を暴露してゆく意地悪い
、
、
感覚だ。まさにモーーッァルト的放奔な椰楡である。
、
、
だがそのユーモア（コミック・アート）が最Ｊ小）成功した時でＪい）、自己を解放する芸術（永続的に意味が溢れ出す形式）
、
、
、
、
、
の代用物にすぎない。八論文Ｖの終りの段落はそれを語っていた（凹酉①由・・六九以下。一般的な読承と遮って、「ユーモ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ァによる解放」は途中の真中の段落でしか語られていない）。だからハリーは自分（くう１Ｊい）含め）に対して「ハリー‐・ハラ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‐‐の荒野の狼的生活を全体として形象化できさえすれば、ゑずから形象世界に入って不滅であることができるのだ」
、
、
、
、
、
（②臼・一七七）と言い、芸術を試みるのだ。八序文Ｖでそれを青年は見た。成功した肖像は、モーツァルトがコシフ
ァソ・トッテやドン・ファンの通俗題材で八人間Ｖを救い出したように当人を救い出す。但し、モーツァルトは手
紙群で、だから恐らく実生活でＪも、思う存分自分で笑っていたから、自分についてのオペラを書く必要はなかっ
こ
わ
ぱ
た
。
だ
が
ハ
ラ
ー
‐
は
ハ
リ
ー
の
強
張
っ
た
自
己
評
価
と
ま
ず
激
烈
に
論
争
し
な
け
れ
ば
自
分
を
正
確
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ハ
ラ
ー
は
ユ
ー
モ
ア
の
視
線
で
自
分
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
。
そ
れ
は
、
感
情
を
動
か
さ
れ
ず
冷
静
に
外
側
か
ら
自
己
を
見
る、いわば八永遠の相の下でＶ自己を見ることである。その自己認識をやりとげ、女の脚Ｊも、蝋ｊも、その他の事
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
Ｊい）、遊びに満ち自由に相互交換できるＪ四）のとして取り扱いうるようになるのを、「モーツァルトは待っていた」。だ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
からハラー‐は、ハリーに夢でゲーテの視線Ｊ四）見せねばならなかった。それら不滅の人盈の視点から八論文ｖは、そ
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（脳）
ペーター・ヤンセンの『人格性とユーモア。ヘッセへ荒野の狼ｖとキルヶゴールのユーモア概念』（勺の庁の同］自切①Ｐ
勺のＨのｇ］旨房の岸目」困巨ＢＣＨ・国の、ｍの、》の（の弓の目己。』｛《目旦【】の片丙の、四日』ｍ四口目◎島。Ｒのｂ二．口一邑囹・）はこう論じる。
ルネッサソス
、
ｌ
へ
荒
野
の
警
朧
疑
い
も
な
く
（
一
九
五
○
年
代
後
半
、
米
鬮
か
ら
）
国
際
的
な
ヘ
ッ
セ
復
興
を
起
こ
し
た
書
だ
が
、
そ
こ
に
は
認
、
、
読ｊも伴っていた。現代の大衆化匿名社会の欺臓に苦しむ若者達は、腐敗した社会と俗物市民性に陥る道から離れ脱
出する誘惑的出口をハリー・ハラーに見た。彼らはハリーに自分を直接的に同一化し、ハリーの絶望したアウトサイ
ダ
ー
性
、
内
面
性
に
逃
れ
る
神
秘
的
夢
想
、
薬
物
で
の
魔
術
幻
想
な
ど
に
、
逆
に
自
分
の
生
の
耽
美
的
な
充
実
を
見
た
。
ユ
ソ
グ
が
展
望
を開いた最近の八中年における生の危機Ｖでも、この直接的耽美的充実がこの書で見出されている。これらの若者も
、
、
、
中年者Ｊも（世と自己を越える努力を放棄し）、ただ耽美的な知恵を》」の書に見出して、ハリーの実存の姿を見失っている。
そ
れ
に
対
し
て
へ
ツ
セ
は
言
う
。
各
自
は
自
分
の
道
を
、
自
分
に
向
か
い
あ
っ
て
自
分
で
深
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
ど
こ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の終りの段落を、原則的に一一分的区別は、理解を容易にする便法的欺し、俗受けのため一一分してふせる虚構だと教
、
、
えることから始めている。ユーモアか芸術かの区別ｊい）そうだ。ユーモアＪい）芸術ｊい）、本質は遊びに象ちた変容だ。未
フ
ォ
ー
ム
、
、
加工の未熟な経験や自己破壊衝動などを熟成させ醇化した形式に昇華することだ。とＪい）に精神の勝利だ。確かにゲ
ーテやモーツァルトの芸術でＪもユーモアは身近かに感じる。だがゲーテの詩の「なくて近きｊもの遠し」をこそ、ハ
、
、
、
、
、
ラーはその手記群で演出したし、ヘッセは「モーツァルト、それは世界が意味をｊ四）つこと」と（一九一一○年の日記に）
、
、
蜜
く
．
こ
れ
ら
の
演
出
や
日
記
で
は
ヘ
ッ
セ
に
は
、
ユ
ー
モ
ア
よ
り
蝋
芸
術
が
も
っ
と
意
味
…
》
っ
て
い
る
．
ｌ
へ
荒
野
の
狼
ｖ
朧
、
、
、
（刀）
ハ
ラ
ー
の
八
湯
治
客
ｖ
な
の
だ
。
ヘ
ッ
セ
は
二
年
前
に
八
湯
治
客
ｖ
で
自
己
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
対
位
法
化
し
、
ユ
ー
モ
ア
で
自
己
を
越
、
、
、
えることができた。それを今度はハラーがしている。この完全に自律した対位法は、ｊい）うへツセからＪい）独立してい
、
、
、
、
プ
エ
ル
ド
ウ
レ
て
、
永
続
的
に
人
々
に
自
己
を
越
え
さ
せ
る
。
こ
の
成
功
を
へ
ツ
セ
は
の
ち
に
ユ
ン
グ
に
告
げ
る
。
「
オ
ペ
ー
フ
が
実
を
結
び
、
転
ソ
グ
ソ
タ
ニ
ヒ
テ
ｏ
ス
プ
リ
ナ
チ
オ
、
、
、
Ｉ
ス
テ
リ
ー
位は成功しました。……恩蝿によって、八真実の昇華Ｖである八芸術の神秘Ｖを、守ることができました」と。
IⅡ 
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ヘッセもこの、より高い統合への要求が人間精神の無条件的要求であることを、キルヶゴールとともに知ってい
（Ⅳ） 
る。そのことは、ヘッセのつぎの言葉で明瞭である。彼はこれを二つの書翰で繰り返している。この世界が皆、遠
心分離器のように外に向かうのとは反対に、私は内側に向かって努力してきた。そして私の中心には人間に八固有
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の動揺Ｖｅ】の①一ｍのロのｐＨ目の）だけしかなくても、私はその動揺の苦痛を弱めることなく体験し、自分のものにし
なければならない。最近の哲学が人生を八投げ出された存在Ｖ（の①三．民の月の日）だと規定するのに私は不満だ。そ
れはそこでの自分の中途半端さを、神経症的かつヒステリカルに一見、悲劇的に見せかけているにすぎない。ハイ
プ
ワ
ク
テ
イ
ッ
ッ
ヤ
ー
・
コ
ム
ニ
ス
ム
ス
デシガーの意味での｝」の今日の実存哲学とキルヶゴールとのぞっとする距離は、今日の実用的共産主装とマルク
スとの距離と等しい、と。Ｃ九一九年の前出の『選ばれた人という概念』で、ヘッセはキルヶゴールの「自己吟味の厳しさ、
大きさ、率直さ」を、主たつ」のような不快で腹立たしさの中にいる人物が、さまざまな、自己に呪わしく襲いかかってくる事
柄をあえて書いてゆく」事実、「彼の信念と良心を、多数と権威、いや、全世界に抗して守る」用意、。」の灰色の世界の中で既
に消滅しかかっている情熱の公然たる炎」を見ている。）
ハ
リ
ー
・
ハ
ラ
ー
は
若
き
日
に
自
分
に
非
凡
な
未
来
を
望
ん
だ
。
そ
し
て
次
々
に
外
的
困
難
に
会
い
、
激
し
く
揺
す
ぶ
ら
れ
、
そ
の
度に妻子を、職業を、そして祖国まで失った。「その動揺ごとに何かは得た。自由や精神や深さを。だが孤立や無
、
、
、
、
、
、
、
今までＪ四）自分で探す私は、同様に探す入念を傍らから手伝うために、できるかぎり誠実に自分の告白を提供する。彼
らが自分で自己と世界を理解し克服するようにと。私の作家的課題はまさにそこにあると。その作家的課題をキル
、
、
、
、
、
ケゴールｊ小）実存の伝達は実存の覚醒なのであり、それが、実存の解明だという。だが、とキルケゴールは続ける。
思弁家達は、この各自を自己自身に向かいあわせる実存伝達をも、自分が酔いうる部分だけを自分に引き寄せて目
、
、
、
、
、
、
分に直接同一化してしまう。そのような耽美的直接性の手剛さを知る者だけが、自分の言葉を一一重に反射させるこ
（脳）
、
、
とを知っている（ごＺ目』一画。『哲学的断片の非学問的後櫓き』一巻の原文頁。一一巻はロヱロ）と。そして変装で椰楡しつつ
、
、
、
、
、
、
、
真剣な実存覚醒を試承、作者としては隠れ、仮名作者を次々と繰出して実存を伝達する。ヘッセｊい）へ荒野の狼ｖで
自分は刊行者として隠れ、編者や作中作家を作り、すべての形象は椰楡と真剣さとの二重反射でより高い統合へと
誘っている。
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、
、
その中でハラーーＪい）言う。「こんな荒野の狼は、この嫌な姿に自分の手でけりをつけるか、或いは、新たな自己観
察の死の炎に熔かされて変り、荒野の狼の仮面を剥ぎ、自己になることをせねばならぬ」ｅ臼》八一一一）。それは、彼
が偶然手にした、「狂人のためだけの」と識かれた「荒野の狼についての論文」（以下、「論文」と略す）を読んだか
らだ。その「論文」は「彼は世界構成の中での彼の位置を予感し、不滅なｊものを予感して知っている。彼は自己と
の
出
会
い
の
可
能
性
を
予
感
し
、
だ
が
恐
れ
て
い
る
。
彼
は
、
彼
が
そ
の
中
を
否
応
な
し
に
覗
き
こ
ま
ね
ば
な
ら
な
い
鏡
の
存
在
を
知
理解や冷たさをも」Ｇ紐．八四）。その冷たさと動揺の苦痛に耐ええず、彼はもはやこの世に対しても、自己の内な
る永遠なるもの（精神、自由、深承など）に対しても、絶望している。「そんなだらしなさが一般の世の人間のものな
ら、私は新たな力で世界侮蔑に襲いかかることができた。だがそれが私の弱さなら、自己侮蔑の大騒ぎのきっかけ
がいつも始まった」（蹟】・九一一一）。こうして今、彼はこの世の困難や自己の不幸や資質だけでなく（キルヶゴールが絶
、
、
、
、
、
（皿）
望の最終段階という）、自分の弱さに絶望している。
こ
の
中
で
、
彼
は
た
え
ず
自
殺
衝
動
に
駆
ら
れ
る
の
だ
が
自
殺
は
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
自
殺
と
い
う
、
世
の
知
的
俗
物
の
絶
望
の
一
般
形
態
Ⅱ
精
神
の
喪
失
と
浅
薄
に
同
一
化
す
る
に
は
、
余
り
に
自
己
を
知
っ
て
い
る
。
た
だ
神
経
症
的
に
自
分
に
悲
劇
的
に
見
せ
か
け
る八荒野の狼Ｖの仮面と孤独の中に閉じこもる。その非社交性、荒野の狼性の中で世に対する質的差違を確認でき
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
偽
装
イ
ン
テ
リ
達
の
俗
流
ゲ
ー
テ
像
を
始
め
あ
ら
ゆ
る
俗
物
性
を
瑚
笑
的
に
郷
楡
す
る
。
だ
が
そ
の
椰
楡
の
毒
で
ふ
ず
か
ら
身
傑
い
す
る
。
そ
れ
が
世
に
対
す
る
内
的
差
違
で
あ
る
自
己
の
精
神
の
高
貴
さ
を
も
腐
蝕
す
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
ま
た
も
や
自
己
侮
蔑
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
こ
の
だ
ら
し
な
い
中
途
半
端
さ
か
ら
、
い
つ
も
対
極
的
幻
想
に
跳
ぶ
。
つ
ま
り
殉
教
英
雄
や
聖
者
ぶ
ち
い
デモー一一ワシユ
か
、
無
頼
や
鰯
児
か
、
の
幻
想
に
。
ｌ
そ
ん
な
、
衝
動
か
理
性
か
、
ま
た
そ
の
中
で
ひ
き
起
こ
す
混
乱
に
惑
鰯
的
に
巻
き
こ
霞
れ
ろ
フ
ア
ソ
ク
ス
テ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ニ
ル
リ
ユ
ッ
ク
テ
か
、
反
省
に
幻
想
的
に
蒸
発
す
る
か
、
の
八
あ
れ
か
こ
れ
か
Ｖ
に
も
て
あ
そ
ば
れ
て
い
る
。
彼
は
精
神
的
に
、
殆
ど
狂
人
Ｉ
狂
人
的
躁
鯵
を
病
ん
で
い
る
。
「
生
活
は
永
遠
の
動
揺
、
暗
礁
に
砕
け
散
る
波
だ
。
苦
痛
に
承
ち
て
バ
ラ
バ
ラ
に
四
散
し
、
揺
れ
動
い
、
、
ツ
ー
ヴ
ニ
ア
ー
ム
ー
ト
て
意
味
を
失
っ
て
い
る
」
（
⑭
喝
．
五
五
）
。
こ
れ
は
キ
ル
ヶ
ゴ
ー
ル
が
絶
望
の
中
心
的
気
分
と
規
定
す
る
耽
美
的
諺
病
の
姿
で
あ
る．それに対し、キルヶゴールは一一實う。「答はただ一つある．絶望せよ！」Ｉ無条件に、絶対的に決断せよ、と
る。そ江
（向○口】
（⑬） 
』い】）。
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っている。そして、それを死ぬほど恐れている」（哺農六八’九）と言う。なぜ死ぬほど恐れているのか。彼は自
分の弱さに絶望していて、その自分の弱さをどうしても忘れることができないからだ。だから、もう、この世に対
して自己であろうとも、そんな自己について知ろうとも思わない。だが「論文」は「人間は、精神の要求であり、
、
、
、
、
、
、
、
、
その可能性は、待望されているが恐れられてもいて、そ｝」へはいつもほんの一歩なのだが、恐ろしい苦悩と陶酔の
、
、
、
、
、
下での一歩だ。その予感は荒野の狼の中にも生きている」（四曲『七五）と言う。（この「論文」は、まるで今のハリーの
姿を鏡で映すように、〈リーの無意識の予感を映していて、ハリーの決断を、真剣さとからかいとで揺さぶっている。）
、
、
、
、
、
（肥）
その要求はあらゆる人間の中に絶対的無条件に生きている、とキルヶゴールはつぎのように言う。動物も人間も
、
、
、
、
社会的存在として他者との関係の中で生きている。だが動物と異って、人は自己自身と関わる関係を持っている。
他者とだけでなく、自己との関係の中でも生きている。それが人間精神の要求をつくっている。どんな人でも自己
の内部に、自己の有限性と無限性、時間性と永遠性、肉体性と精神性（または霊性）、個別性と普遍性を知ってい
る。そして自己内部のそれらの対立項を生活で具体的に統合することが人間として自己になることだと知っている
或いは予感している。その統合が（自己内ご必然性と可能性との対立項を（そのように人が定められている）、決定性
と（それを自分で決断する）自己決定性との対立項を形作っていることも。その中で他者との関係もより具体的にな
り、またリアルな自己の可能性と限界との自覚で人間らしい関係になる。もし、これらの対立項を生き生きと統合
つい
ｂ
 
できなければ、シ」の対立項は恐るべき対立対になり、その相互矛盾性が歯を剥き出し、互いを浸蝕し或いは半分ず
つに分裂し（人は対立項の中で人なのだから）、自己破壊存在－狂人状態に陥る。ハリ－のように天賦の感受性とそれ
、
、
、
、
、
、
、
故に重ねる宿命の中で揺すぶられている者にとって、それは現実的恐怖の実感である。だが人であるかぎり》」の統
ヘッセに劣らぬ感受性と宿命の中で揺すぶられたキルヶゴールにおいて、この自己統合の絶対的要求は、その過程
、
、
、
、
、
、
（釦）
を自覚する無限性の運動を形作る．彼はその運動を耽美的、霊的、宗教的段階で見る．ｌ彼の嵩ぅ耽美的段階
、
、
、
、
、
、
では、自己は（可能性の中に）隠されている。そ芦」では人は偶然的な各人の運命、資質、境遇での成功や失敗、その
美や醜に直接的に巻きこまれ、一喜一憂する中で自己を見失っている。そこでは人は可能性の奴隷になっている。
合の要求は絶対である。
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ハラーは、年下の好人物教授夫妻宅での招待で、額装ゲーテ像の俗悪さを噸笑して歓談をぶちこわした後で、は
っきり知る．ｌ「この不快な夕べのひとときが、護した教授夫妻によ；私に遥か腱意味をもつことがすぐに
分った。」「それは自己に決別する破産宣告を意味した。逃亡者、敗北者として、慰めも優越感もユーモアもない決
別だった」（⑬Ｂ一○二）。そして絶望的に混乱して辿りついた酒場で、ヘルミーネ（ヘッセの幼名へルマンの女性名
詞化。彼のまだ分裂してない、溢れる可能性満つ幸福な幼年期の反像。ヘルメスの女性名詞化や両性具有へルマフロディテをも
暗示している）と会う。この彼女との出会いの中で「今、緊要なのは（荒野の狼についてｅ知でも（存在）理解でもな
く、経験し、突き進み、跳躍することだ」（砲眉一一一一一）と知る。それは一方では、自己になる絶対的決断であり、
、
、
、
、
、
（出壊及の民衆のように）後戻りを繰り返してももう疑う》」となく、断えず新しく試みる、絶対的決断の無条件の開
、
ニ
ル
ソ
ス
ト
始だった。他方では、弱い人間として後戻りは避けられずとも、｝」の自己を実現する試象を真剣に、だが決して不
二」の八対象への奴隷化Ｖから脱出し八自己の外に出てＶ自己に間接的に関わる自由な八開かれたｖ人間になるのが
、
、
、
、
倫理的段階（出挨及）なのである。ついで、そシ」で彼の（無限の倫理的情熱における）倫理的外面性いっさいを八隠れ
たＶ内面性に引き込承無限に内面化することで人は宗教的段階に入る。そこでも彼の宗教的ないっさいの外面性を
、
、
、
内面性に移す声」とで始めて本当に人間らしい自己が実現される。そのすべての外面性を内面性に移すのが、自己を
からかう自己椰楡とユーモアなのだ。（以上の運動の各段階は、一般に美的領域と言われる八芸術の中にＶもあることは言
うまでもない。芸術にもその諸段階はある。）だがいまは小説に戻り、そのあとで再びそこに立ち戻ろう。
ハラーと同じ無数の「荒野の狼逮」（小説中の「論文」がハラーを「その特徴的一例」だというＣ九二○年代の）「アウトサ
イダー達」Ⅱ「殆どの知識人、芸術家達」一｛麗子『》六五’六一一）は皆、この耽美的段階と倫理的段階の撞芥領域で揺れている。彼ら
もこの世に完全には編丞こまれていない。この世界を変えようとして変え得ないためにこの世を腐蝕的椰楡で攻撃し、その毒で
自己内部の永遠なるものを腐蝕させているのに身傑いし、内部でひき裂かれている。市民生活を峻拒しつつ、さりとて殉教者に
式セテイプク
も蕩児にもなれず、その中途半端さを悲劇的に粉飾し、英雄的役割を夢想して世と個灸人への激情的な反乱の中でだけ自己を実
プ
ユ
ル
リ
ユ
ツ
ケ
ン
ブ
ニ
ル
リ
ユ
プ
ク
現できると幻想している。そんなパセープィックな幻想で周囲にも自己にも滑稽に働きかけて世をも混乱させている・彼らも狂人
ト
ハ
イ
ト
性の外的徴しを身につけていて、人間らしい自己実現への展望を持ちえない。
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ことだった。
ゲ
ラ
プ
セ
ネ
ロ
（
イ
ナ
ル
カ
イ
ト
機嫌にでなく、八放念した快活さＶ（これがキーワーードであり、後述する）で、実存を断えず新たに着手する力を得る
ゴールがＩ〃
この高級娼婦、だが八放念した快活さＶにみちる不思議な少女は、その点で知的荒野の狼を実際に越しえた存在
だった。彼女も孤独で、この世に絶望し世の愚昧や偏狭を見抜いている。だが、だからといってハリーのような世
界侮蔑者、憂鯵な隠遁者、不平を鳴らす預言者、自己の俗物性をＪも認めない偽装インテリになってはいない。「ハ
リー、私は絶望しないわ。けれど人生に苦しむことでは経験を積んできたわ」（⑬Ｅ・’五七）。彼女自身が体験して
きたさまざまな経験で、彼女は、自己を放棄せずに自己に自分で距離をとることを学び、世の虚無を侮蔑せずに見
、
、
、
通し、日々の生活の些事をそれに溺れこむことなしに軽快に楽しゑ、その楽し象の外見的愚かさで〈Ⅲソーのように、、
市民社会を軽蔑したり市民社会への｛日己の優越を陰険な形で誇示したりしない。（私注。これがへツセが小説中でソク
ラテスの八この世の法を侮蔑することなく守り、持たざるごとく持ち、世にありながら世を越えて生きるＶ姿をユーモアの姿と
、
、
、
、
、
、
、
、
して語っているＪい）のである。）彼女はあるときからかいながら真剣に一一一一口う。「あんたは、あんたの中にひとつの人生像、
信念、要求をＪもっていたわ。行為や苦悩や犠牲のためにいつｊも準備していたわ。それから徐食に、この世はあんた
からそんな行為や犠牲なんか要求してはいないし、人生はそんな英雄的な役割でのなにか英雄的作品なんかじゃな
、
、
、
、
くって、八楽しい客間Ｖなんだと今、気付いているわ」（⑬←Ｐ一八七）。彼女はこうからかいつつあの魔術劇場Ｉ八狂
人のためだけの、映像魔術によるユーモア学校Ｖへと導いてゆく。その魔術劇場の入口で（彼女の半身でサキソホ
ン吹きの）・〈プロは言う。「貴方がいま憧れている世界は、実は貴方の内部にだけ生きているのです。私は、隠れた
その』い）うひとつの世界が賢方に見えるようになるお手伝いをし、ます」（⑭３二一九）。そのために「賢方は笑うこと
を学ばねばなりません。貴方はこの学校の中でＪもう自分の今の性格をそう生真面目にとらないことで、より高いユ
ーモアのすべてが貴方に始まり》まず」（四ｓ》二一一二）と。
あの「論文」はそれをこう言っていた。「より高いユーモアは市民性に埋没している者達は手にし得ないが、何
らかの形でいつＪい〕市民的であり続ける」ｅ弓．六六）と。所謂市民性に埋没している者達は日念の環境や決まりや
イ
ウ
ニ
ー
少
町
Ｉ
夕
習慣に固く編みこ聖エれていて、皮肉や冗談を楽しふ、その暗記的常套句に耽美的に自己を同一化している。だがそ
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のユーモアは、その中で彼らが自己に出会い、自己を実現する道に向かわせられるようなものではない。それは日
々をうまくすりぬける処世知である。確かにそれはそれで意味はある。社会存在としての他者との関係内ではそれ
は意味をもっている。だがそれは自己自身と無限に絶対的に関わる実存が求める絶対的要請ではない。「論文」が
求める、より高いユーモアは、キルケゴールの言う実存に踏糸出した者の全生活を埋める絶対的態度なのだ。それ
ゼルプメト・イロニー
をキルヶゴールはこう説明する．’蔓的決断ばまず（自己をからかう）自己椰楡の中で導かれる．人臓鍾
、
、
、
的に踏染だす無限の情熱においては孤立や無理解や（侮蔑され潮笑される）苦悩に必然的にぶつかる。その中で彼
、
、
、
、
、
■
はその冷たさに耐えがたく、後ずさりし（ハラーのように悲劇的に自己を悲壮化したり、世と自己との差違を誇示する毒の
、
、
ある椰楡で自己をもひき裂き、絶望的気分に耽美的に熱狂する）、ぶざまな滑稽を晒す。だが今や彼は自分の有限性や弱
さを熟知している。なぜなら彼は（美・醜、幸・不幸に）耽美的に引きずり廻される領域から外に出て自己に向かい
あっているからだ。だから彼は外的に英雄ぶったり悲劇化して絶望することなど重大でも何でもないと笑いうる。
か
ら
か
悲壮がり自殺衝動に走る姿を愚かしいことだと椰楡いうる。耽美に同一化する者にはその何もかもが重大だが、絶
対的に重要なものは何もない。それに対し倫理的決断者は重大なものは何もないように振舞う。つまり自己の外に
、
、
、
、
、
、
、
、
ダ
メ
・
ゴ
ー
２
ツ
シ
ニ
出た彼は、世と自己との間に禍稽を忍ばせる。〔自己の外に出て、世にも自己にも無限に自己を開く倫理的情
熱は、自分を笑いとばす活気をいつしか帯びている。彼は快活な椰楡の変装をして、襲いかかる苦難や罵言の苦痛
に無効宣言することを知っている。〕（私注。例えばソクラテスは、「そんな罵言や中傷の苦痛を訴える者に、俺は、俺がいな
いところで、誰が俺をぶん殴ろうとも、ちっとも柵わん。痛くも痒くもなととからかい、笑いとばす。）倫理的段階の中で、
イ
向
ニ
ー
し
の
イ
ソ
コ
グ
ニ
ー
ト
自己をも他をも快活に励まし実存に踏承切らせる椰楡は、苦悩を通り抜ける忍びの姿、徴行態だとキルヶゴールは
言う（以上ごＺ白田】ｌ巴』．但し枠カッコ内は眉巴。
、
、
か
ら
か
その中で、自己への微苦笑も、自分を椰楡う笑いも、生れている。情熱は内面化し、ゆとりと深承が生れている。
か
ら
か
イ
２
－
Ｉ
その中で、自己の倫理的外面性のいっさいを内面性に曳きこむことができ、内面性に変鱈える。自己を椰楡う椰楡は
、
、
その中でより内面化されたユーモアに移っている。それは自己への微笑だ。それは、倫理的情熱が受ける苦悩は、
偶☆の外的困難で陥る偶然でなく、実存に必然的な徴しなのだと知って、微笑む徴笑だ。微笑の中で彼はもはや外
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に向かって苦悩を表現しようとはせず冗談で苦悩を包承自分で苦悩の秘密にそっと触れ、実存の本来的姿だと確認
する。その苦悩を（時代の危機などを自分以外に警告する者がなく）表現せねばならぬときは、ユーモアに満ち、戯れ
と真剣さとで二重に反射させてそれを形象化して差し出す（そのことで各人の内部の対立鎚診二重の反映の中で戯れつつ
実存的統合に向かわせ、外に－時代と社会にＩ開かせる一己Ｚ白同上｝｝）。
そんな形象化のひとつが魔術劇場である。真剣な椰楡で戯れる映像に、ハラー内部の無数の対立締や人格形成の
、
、
、
可能性を写し出し、ユーモアに満ちる構成術（少巨津画巨丙巨目囮（．②呂・一一四一一一）で統合させようとする。だがハラーは彼
の一方性Ｃ極的精神性）を手放そうとせずその構成術を受け容れない。彼は「本当に重大にとるにふさわしいもの
、
、
、
、
、
パ
セ
テ
ィ
ッ
ク
だ
け
を
重
大
に
と
り
そ
れ
以
外
は
笑
う
》
」
と
」
を
習
得
せ
ず
に
、
「
悲
壮
で
冗
談
た
き
も
の
に
は
直
ち
に
飛
び
つ
き
本
気
で
受
け
客
、
、
、
、
れる」（」９．一Ｆ一一六九、一一七一一一）とからかわれる。そして供笑という形での死刑を執行される。それらのからかい
ゼ
ル
プ
ス
ト
ゼ
ル
プ
ス
ト
・
イ
ロ
ニ
ー
ブ
モ
ー
ル
で
揺
す
ぶ
ら
れ
、
供
笑
で
澱
過
さ
れ
、
劇
場
を
去
る
と
き
、
彼
は
も
う
自
己
に
な
る
実
存
の
条
件
ｌ
自
己
椰
楡
と
笑
い
を
知
っ
て
いる。「．〈プロが、モーツァルトが、分った。私は人生の幾十万の将棋の駒で戯れることを知った。（その駒たちに）
揺すぶられる中でその意味（の甘口）を知った（盟目は「意味」とも「勘」とも訳せる。「その勘を会得した」とも）。この
遊びをもう一度始め、この苦悩をもう一度味わい、あの無意味（ｑ自画甘口「冗談」とも訳せる）にもう一度身傑いし、私
、
、
、
、
、
の地献を何度でも通ってふたい」（』届．一一七五）と願っている。その苦悩をも、地獄をも、受け容れる絶対的決断の
中でハラーは無限の倫理的情熱に踏承出した。
その決断は、（耽美的醗病など鍵瞬嶽直沙倫理的灘雛ざで担われていて、それは自己の後戻りしやすさやその人間
（皿）
的悲しゑを、微笑するユーモアに変える。そのことでハラーは（一九四五年刊『ガラス玉演戯』｛（以下○ｍと略記》の）
ゲ
ラ
プ
セ
ネ
。
ハ
イ
テ
ル
カ
イ
ト
クネヒトを準備する前身である。ガラス玉演戯名人ヨーゼフ・クネヒトの実存的真剣さは落着いた快活さで満たさ
８
わ
ぺ
れている。「その快活さは戯れや上辺でなく、真剣さと深承である」（○の農①．一一一一一九。この「落着いた快活さ」ぬの一…のロの
国の冒鳥の溝のｍの】四ｍ開口のは八放腫した、放念したＶを意味し、「真剣にとるにふさわしい一事だけをとり、あとすべては笑い放腫
ゾ
ソ
パ
ー
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ず
する」である。国の茸の『扉の芹は八朗らかさ、快活さｖである。）その快活さは実存の苦悩と悲しゑを知り、苦悩を共にする暖
ニ
ル
ハ
こ
た
、
、
、
、
かさで担われ、自己の実存の悲しゑにも微笑で応えつつ、世界の痛糸に深い形で参与する。「』」の世界の隠れた瀞
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、
、
、
うずく」ま
い奥は、暗雲や闇が踊る場所にではなく、明るくし快活にする場所にこそある」（⑦いい』⑭》二一一一八）。
イ
ロ
ニ
ー
、
、
、
それゆえ、へ荒野の狼ｖ以降のヘッセにはＪい）うキルヶゴールの八郷楡の概念ｖよりｊ小）ハューモァの概念Ｖのほ
うが当て嵌まる。事実、へ荒野の狼ｖ以降、彼の作品は堅苦しさがほ●ぐれ、落ち着いた快活さに移行する。以後の
、
、
、
、
諸作品は、Ｊい）う、戯れる賭けで現実を失っているとか、現実離れとか、と誤解されたり、或いは耽美的生の充実の
、
、
お遊びとして誤読されることなどない。その諸作品は、キルヶゴーールが表現する宗教的段階に限りなく近い。「そ
（理）
れはとくに『シッダルタ』や『ガラス玉演戯』で明らかだ。」そのユーモアや微笑は、それらの苦悩をＪもたらす人間
の罪への悲しみと決意だから。この中で、宗教的段階の実存は、彼の宗教的外面性のいっさいを（無限の宗教的情熱
、
、
、
、
、
、
の中で）内面性に移す成熟した精神になる（ｐＺｐ巴畠・）。そこでは市民性への優越ｊも消え、市民的苦しみを同苦
し、彼らと喜びＪい》共にしようとする。クネヒトの次の言葉は、キルヶゴールのユーモア概念とｊも、また、へ荒野の
ふ
ざ
け
が
て
ん
狼ｖ以後のヘッセとＪもぴったりだ。「快活さは、巫山戯でＪも、独り合点でＪい）なく、最高の認識と愛であり、すべての
ふ
も
よわい
現実を受け容れながらあらゆる深淵の縁で目覚めていることだ。（中略）この快活さは齢でＪも死に近づくことでで
ハ
イ
テ
ル
カ
イ
ト
Ｊい）、ｊもはや乱されることなく、いよいよ増してゆく。この朗らかさ（快活さ）こそは、美の秘密であり、それこそがあ
らゆる芸術の本質なのだ」（。⑫四ｓ》二一一一九）。その際（前出の『選ばれた人という概念』が語っているように）ヘッセに
グ
ヲ
ウ
ペ
ン
グ
ラ
ウ
ペ
ソ
は「或る人間がどんな信仰（信念とＪも訳せる）をｊもっているか、でなく、一般的にひとつの信念、精神の情熱を知っ
ていること、彼の信念と良心を全世界に抗しても守る用意があること、が重要なのだ」。
以上のヤンセンの最後の箇所での、荒野の狼の位置づけについて一言しておきたい。というのもへガラス玉演
戯ｖは一九三一’四二年にわたって醤き継がれた浩潮な作品である。それはドイツが次第にナチの悪魔的口に呑糸
こまれてゆき世界を戦争の惨禍に引きこむその渦中にある日台である。その中で苦悩に引き裂かれている入念に、
ゲ
ラ
ッ
セ
ネ
・
《
イ
テ
ル
カ
イ
ト
或いは亡命して焦慮と絶望に同様に引き裂かれている人々に、ヘッセはこの作品で八冷静な快活さＶを語りかけて
いるのである。それに対し一九二七年に書かれた八荒野の狼ｖは、そのナチスならびにヒットラーによる危機を、
、
、
ゑずから招きよせている知識人、芸術家達Ｉその社会的無機能を曝している八荒野の狼たちＶに、八できるかぎり
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誠実な告白ｖ（この告白は彼の、実存的に自己自身に向かう無限の情熱が招きよせる苦悩の体験を、そこで彼が漣得した自己郷
、
、
、
、
、
、
、
イ
■
ニ
ー
楡とユーモアで包んだ生口白態である！）を、彼らが世界を理解し克服するのを傍らから手伝うために－Ａ真剣な椰楡Ｖ
（幻）
で語りかけたものだ。そこに冒頭で見たプラソショが挙げているヘッセのつぎの》一口葉がある。大要はこうだ。「私
にとっていま重要なのは何が必要かということです。」「私がＣ」の小説で）調和と美を失っていると友人達が非難し
も
つ
と
、
、
、
、
、
たとき、その尤もざに私は笑い出したものです。崩れかかる壁の間を生命を求めて駆け廻っている死刑囚にとって、
美とは何でしょう。調和とは何なのでしょう」と。これを紹介するブランショは、大要こう言う。確かに統一性への
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヘッセの渇望は一示教的であるが、調子の狂った時代においては、調子の狂ったものでしかありえぬ芸術もまた、彼
の宗教なのである。もはやこの世の真理が、情念に曳きこまれた分裂状態の中にあるとき、ただ己が魂に一貫性と
均
衡
を
与
え
る
だ
け
の
救
い
が
何
の
役
に
立
つ
の
か
？
も
と
も
と
極
端
な
表
現
に
無
縁
な
こ
の
作
家
が
、
も
は
や
な
ん
の
自
然
さ
も
、
ない時代に関わる苦悩満つ技巧を案出し、自己の経験を最も適切に形象化するなかで、》」れほどまでも自分から抜
、
、
、
、
、
け
出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
シ
」
と
に
は
、
た
だ
驚
嘆
す
る
、
と
。
因
み
に
ヤ
ン
セ
ン
は
、
『
荒
野
の
狼
』
以
後
の
宗
教
的
段
階
の
作
品
として（特にカギ括弧ｚ）で引用したが）『ガラス玉演戯』と『シッダルタ』を挙げている。『シッダルタ』は『荒野の
狼』の五年前の一九二二年の作品。単なる不注意でなく、そのことじたいが上述のへツセの言葉を裏書きしている
と
言
っ
て
い
い
。
ま
た
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
ヤ
ソ
セ
ソ
が
、
そ
の
キ
ル
ヶ
ゴ
ー
ル
の
実
存
に
、
ア
テ
ネ
の
危
機
で
同
様
に
振
舞
っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
意
識
し
て
い
れ
ば
、
最
後
の
箇
所
も
変
っ
て
い
た
ろ
う
。
（灘）
樹
じ
関
連
で
の
ヘ
ッ
セ
自
身
の
醤
簡
中
の
一
富
蘂
も
記
そ
う
・
そ
の
大
要
は
こ
う
だ
．
’
’
九
三
○
雫
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
が
荒
れ
狂
いだしたこの「嘘と物欲と狂信と暴力の雰囲気の中で」私は「数千年来の人間の法則が」「この時代の全狂燥より
静
か
に
永
続
す
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。
」
こ
の
「
時
を
越
え
て
」
生
き
て
い
る
「
八
道
Ｖ
の
実
験
を
真
剣
仁
或
い
は
戯
れ
る
形
式で形象化してきました。」それなのに「この八荒野の狼ｖを読んだ人殉は、この時代の精神錯乱を語った箇所は
皆
、
真
剣
に
受
け
と
っ
た
が
、
私
に
と
り
千
倍
も
重
要
な
こ
の
信
念
は
全
く
見
ず
、
受
け
取
り
も
し
な
か
っ
た
。
私
は
こ
の
、
戦
争
と
ゲ
ッ
ツ
ー
ソ
グ
ヲ
ウ
ペ
ソ
グ
ラ
ウ
ペ
ソ
技術と資本狂いとナチズムとの八神々Ｖに代る八信念Ｖ（「信仰」も同じ言葉）を樹立しなければならないのです。そ
の信念をこの小説でモーツァルトと八不滅の人をＶ（ゲーテ、ソクラテス……）と魔術劇場で樹立しました。」「この主
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人公ハラーの信念で」「この時代を人査が越えうるのは確かです。」「もしこの信念を発見できなければ、｝」の書を投
げ棄てて下さい。」「先日、ある若い女性読者が八私は魔術劇場の箇所で、私自身が阿片を吸ったように、私がいつ
のまにか私自身およびすべてを郷楡し笑っているのに気付き、ひどくショックでした。今もそうです。ひどい読筆
違いをしているのでしょうか。どう考えればいいのでしょうかＶと質問を書いて寄越した。私は八》」の劇場ほど私
、
、
のために重要で救うものをこれまで書いたシ」とはない。私には究極の重要性をもつ形象と容れ物なのですｖと答え
、
、
霞した。」ｌ阿片（魔薬）を吸ったように、椰楡させている、救いの醤だと．（颪一一碩態あえて「救う」と釈した．国・》｜
は「救い」であり、序－－８は病いを「癒やす、全快させる」の意味だからである。）
（続）
注
（１）拙稿『欧米でのヘッセへ荒野の狼ｖ評価の歴史Ｉ一九二○年代の知識人の姿をめぐってＩ』法政大教養部「紀要」祀号、
外国語・外国文学筋、一九九○、二・
（２）西の圓目：口出の、、の．□の同の５℃のロゴ。｝｛・巳日・旨》の§日日の］【の急の『宍の（】ロ局思目のロ）⑫巨可『冨冒：ｍ２ｏｐ目。ゲ：“‐
ぬ号のごｓ・訳は筆者私訳。英数字は原文頁。漢数字は参照のための高栃健二訳新潮文庫版頁。以下、数字の承の記域はす
べて同上。ヘッセの引用はこの十二巻全集、の弓・と略記。
（３）■・田の、、の．］の、ロ、目」の・ず呉のｍ・旨・Ｚ：げ日【目【Ｏ胃】⑭８℃声の。旨の日日・《』の仁・○コ●巴・巳・の．⑬巴．
（４）四・国のいい①．□円国の臼昌」の⑫少巨叩の割蝕匡［⑦Ｐ】巴Ｐの言・田・日切・呂一！①．但しヤンセンは翌年の三目の恩円岸の、：」‐
シ巨囚、号の曰・一目ご弓。、ご◎８．］ぬ・・・巳・］ｇＰを挙げている。
（５）富国員一・の国目◎け・庁・円の｝ご§凶ぐの昌痢・』＠＄・恩冨・ロ、○国一二：ａ・勺閂】Ｐ邦訳『来るべき惑物』菜津則雄訳、一九
八九、筑摩書房（これは同じガリマールの一九五九年版での改訳）二五○’一頁。
（６ａ）湧出の閉の‐Ｂ・旨目ロ国鳥罫の。旨の一・国ｍ島の：ｍ・ゲのロ百・ヶご患・の．９．（６ｂ）旨』・印・困窮・ロの曰ｇ・顕の：目巨
短の、、の．Ｚ①目①目『】Ｃ与閂国の旨□ぬ．⑬．『・］閏『・富◎畠の息巨吻彊ずの。Ｚ劇・】』褐．（６ｃ）言』・の．］臼・働日⑭・惇・］＠田・》日日
『⑰・の①ず冒爾国甲巳紹・旨函〔殻圏日日の｜厨亘ｏ茸目碩のロ・口昌の．司圖口黛目［三富。
（７）国困のい；尻員恩、庁・』局、．。ョ・田・『・の・中」屋，この小説については前記拙論（注１）のｍｌ距頁に詳述。なお、拙
論『ヘッセへ荒野の狼ｖの「男女両性具有の魔術」と「ユーモＺ（一）、同「紀要」妬、一九八一一一、氾頁、また『キリス
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卜教とならぶヨーロッパのもうひとつの実存ｌＨ・ヘッセが見た両性具有の魔術とニーモァー』、鬮紀要晦一九八八、
八二頁でも言及した。
（８）民具］囚冨目厚冨の一口の目碩のｍＳ１のすのロの皀冨の目・己のＰ」や『』・邦訳、カーチャ・マン『夫トーマス・マンの思い出』山口
知三訳、筑摩鶴房、一九五七、五六頁。
（９）”の⑫。洪胃色旨⑫９コ一一】・困日旦起四一一①厨の①◎庁ラの‐司圖巨日・く日一管【】ぬのいい色の旨の『、刷目①自切」の日．、［のご胃ロゴＣ一門・『。ｐ四・
国の腸の・甘理のの・号の』島吋冒・彦・く・一・召・》巳９．ご畠・国の§目ロ国ｇ一目のｚ：罠・一硯の『尋の一目『・の・呂のｌ麗垈・
（、）四・四の、、の・く・日国・ずの同］のいの目・】侭○・の言・田・』』・の・画き。
（ｕ）鹿浬§の．□目丙目。の・岳の・巳ｇ・のぎ鈩国具届・の。Ｅ、．
（、〕望．■①いいの．曰国巨日｛島目・国目⑦鈩巨【国の旨｝日自侭・の二・田．①．⑫．“含Ｉ観『・
（過）幻・幻巨脇の一ＺのＥの二目、の『》團のシ貝・ロ。日唱。〔［ずの三画：【・『：１号の同旨・毎．己・｛毘巨日・門ごｂの同の（８円ロゴ・一［（・
こぎ。】ｐ印四日目“ロロ畠⑩⑪⑰の態の具Ｐ耳、。シ」且§函、旨・］④９．国。Ｅご｝円く周一侭浬閂ケの吋斤の『巨口」日⑪ロロ・囚。■回・
（皿）□◎月岸ｎ．｝日・Ｚ向同昌◎ロ。｛Ｏ・ロ、日・巨圏研⑫】ロ．⑩［のロ扇ロ署・房』患＠．冒函。”〆口ぐ・ぬ。（冒回『・ず停留。）・已已・』巴ｌ
届』．（一宮伜。【ｚの冨目、の鳳困・田の、⑪の国①貝、．ｍ・困』・贋Ｃ・）
（嘔）旧の［閂】：闇ロ》勺の『、。：一息［目』国巨目。Ｈ・函⑰⑫恩⑫・の〔のロ浦口急。’【《色日日のＨ戸の、：ａ⑫塁巨日ｏ『戸ｏｐＮ①葛◎曰・】＆ｍ・一目
のロ国島の旨斤のｏ旨】い：のロＮの冒一〔円・田．ｓ・国の『］ご・桿召的．
（咽）兜）Ｈの目尻一の鳥の、：ａ》シす⑪ｏ匡一の口のニユの巨口且、⑪目⑫◎盲［二】○ずのＺ聞嵌ｍＣ冒爵目１８℃嵐－．８℃三⑫ロケ⑩ロ国３Ｃ岸①ロ・・藝自》
○三・田・】の．噛『の】一の○日、臼煕①届．○目訂１。・ずの『’目闇島の目冒島へ、厨すの厨［のロ・』②馬・
（Ⅳ）勺・］ｍｐｍのロ・Ｐ“・○・の．⑭ご’ロユの烏のご◎ロ四・四の⑫⑫の．ｚの口⑩の『司凰［閂の少巨⑰、号の。可圖曰丙｛日【』し＄・の．」圏・雪・因、、、＠
国己の庁ロロ『・○耳・同ロ由の一・司己亘島吋巳臼・
（四）私注。の牙の口冨の『庁の彊己・尻凰口屡の茸圃自弓。」⑩．』・目の】一・
（、）照》㈲のロ宍一の『庁の恩“ａ・同貝ョの』の『ヘ。：『ぬ円の一一・○三・里⑭○『国ｇ』・Ｓｇ・
（釦）私注。ヤンセンは（略）の第二部第二筋によって、とくに本拙諭層・恩１ｍ》召－ｍのイロニーとユーモアの箇所はそ
の第二筋の第一一部Ａの１，２，３によって論じている。
（皿）四・浬の脇の．□画、○日⑫己の二のロ⑩己一の一・Ｑ二・切ら＠・筆者私訳。原文頁は英数字。漢数字は参照のため高橋健二訳、ヘッセ全
集９、一九八二、新潮社版頁。
（犯）勺・］目、の口．“・四・○ｍ・田。．
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'■、グー、′ﾛ、
２５２４２３ 
Ｌノ、-Ｊ、-ノ
モ
ー
リ
ス
・
プ
ラ
ソ
シ
ョ
同
上
、
邦
訳
二
五
○
ｌ
｜
頁
。
罰・田③腸⑩》缶回国凰日国・向亘恩后』Ｐの⑩麗冒日⑱一（⑪、⑥ご爵の目．⑪乞う鼻旬日むく①Ｈ←農・』①謡・国』・『・の．⑪９１唖・
国・畠①腸③やＺ：与夢『◎月間員の○す二の筒ｍＨシ伝い、島の：、《⑫芹⑩勺勺の昌二。」｛》。ご』』や冒北の三・旨，ｍ・認。
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